
下町ならではの距離感で、こだわりのお店を育てる 
 

 
一本木 佐織さん / Monkey Pod coffee & cake 

 

京島でこだわりのスペシャルティコーヒーを提供されている Monkey Pod coffee & cake さん。
墨田区を起業の地にした理由から役所のサポートまで下町ならではのエピソードを伺いました。 
 

人との距離が近いまちだからこそできる、お店づくり。 
―どんな事業を経営されているのでしょうか。 
スペシャルティコーヒーと自家製の焼き菓子を販売しているテイクアウトメインのお店です。 
 
―どうして“テイクアウトメインのお店”にされたんでしょうか。 
ひとりでオペレーションできるお店にすることで、お客さまとのコミュニケーションが生まれや
すい空間にしたくて。気軽にいろいろとお話しできる距離感を大切にしたかったんです。 
 

 



―お客さまは、どんな方がいらっしゃいますか。 
8 割が近隣の常連さんですね。30-40 代の方が多いです。1 週間に一度ご来店してくださる方、い
つも同じ時間帯に顔を出してくださる方、知り合いに紹介してくださる方、もらったお菓子がお
いしくて来ました、と言ってくださる方もいます。ありがたいことに、日に日にリピートしてく
ださるお客さまが増えていますね。 
 

―墨田区を拠点として選ばれたのも、“距離の近さ”ですか。 
そうですね。繁華街ではなく、一人ひとりのお客さまとゆっくりコミュニケーションができる住
宅街で拠点を探していました。このまちは再開発されていることもあって新しくてきれい。今後
ますます発展しそうだし、楽しみです。 
 

確定申告から新規獲得までサポートしてくれる役所とともに。 
―起業にあたって、墨田区役所からどんなサポートを受けましたか。 
創業時の融資だけでなく、創業した後もサポートを受けています。担当してくださっている方は
時折、訪問してくださいますし、常に新しい情報をくれるので心強いですね。予約を取って、役
所を訪問すればしっかり時間もとってくださいますし、起業当時はパソコンを持ち込んで確定申
告の入力の仕方から教えてもらいました。 
 
―確定申告から教えてくれるなんて、下町ならではのエピソードですね。 
他の区で起業している知人に話したら、「そこまで親切なの？」と言われましたね（笑）。自分か
ら聞きに行く前に役所の方から情報をくださるのも、なかなかないみたいです。まち全体を巻き
込んだ民間のキャンペーンにも積極的に参画してくださいました。会計の 30％をお客さまに還元
する大きなキャンペーンを誘致してくださったので、ありがたいことに新規のお客さまがかなり
いらっしゃいましたね。 

 

 

 



起業のきっかけは、コロナ禍。 
―起業することは、以前から考えられていたんですか。 
大きなきっかけはコロナ禍ですね。当時パティシエを経てバリスタとして働いていたのですが、
おうち時間が増えた中、毎日のようにコーヒーを買いに来てくださるお客さまがいらっしゃっ
て。コーヒーって日常にありふれた飲み物だけど、かたわらになくてはならないものだな、と実
感したんです。実店舗としての意義も見いだせた気がしました。 
 

魅了されたコーヒーの奥深さを、自ら伝えていきたい。 
―どうして“スペシャルティコーヒー”に、こだわられたんでしょうか。 
実はもともとコーヒーは苦手だったんですが、パティシエを職にしていたので勉強のためにコー
ヒー屋さんで働き始めました。これまでとはまったく違う味わいを知って、初めて美味しいと思
えたんです。それがスペシャルティコーヒーとの出会いでした。コーヒーって実は、カラフルな
んですよ。色味も濃い茶色から薄い茶色まである。焙煎の度合いや抽出方法によって、味わいも
大きく変わるんです。知れば知るほど奥深い世界で、どっぷりハマっちゃって。大げさに言って
人生を変えられましたね。 
 

 
 

―大きな転換点だったんですね。 
わたし自身も休業を余儀される中、スペシャルティコーヒーを飲むことが毎日の唯一の楽しみに
なっていたんです。これだけ魅力あるものだからこそ、自ら発信したいなと思い始めました。 
 

人生のどんな日も、だれもが集えるお店にしたい。 
―お店には、どんな想いが込められているのでしょうか。 
「いつでも、だれでも集える場所を作りたい」という想いで始めました。実は店名の“Monkey 
Pod”というのは、CM でおなじみのハワイにある大木の名前で。雨よけや日よけにもなる



Monkey Pod のような大木の下に、みんなが集えるお店に育つといいなという願いを込めまし
た。 
 

 
 

人生の大きな転換点となった、スペシャルティコーヒーとの出会い。店主の深い想いとこだわりを
カタチにするのに、下町ならではの手厚いサポートが大きな応援になったように思えました。スペ
シャルティコーヒーとの出会いというひとつの種から、今や多くの常連さんが集うお店になった
“Monkey Pod coffee & cake”。これからぐんぐん育っていく未来が楽しみです。ありがとうござ
いました。 
 
 

＝今回訪れたお店＝ 
Monkey Pod coffee & cake（モンキーポッド コーヒーアンドケイク） 
https://www.instagram.com/monkeypod_coffee_cake/ 

https://www.instagram.com/monkeypod?coffee?cake/

